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 最終試験は８月 18 日公開発表会終了後に行われた。審査委員一同出席の下、博士論文の内容に
ついて最終確認のための質疑応答を行い、公開発表会当日の質疑応答時や予備審査時でのディスカ
ッションを含め十分な専門知識を有していることを審査委員一同で確認した。また、学術論文は１
編が第 1 著者として公表済み(Sanchala Gallage, Takayuki Katagiri, Makoto Endo, Kunihiko Futami, 
Masato Endo, Masashi Maita: Fish & Shellfish Immunology, 51, 271-281, 2016)であること、合同セミナ
ーで 60 時間以上の受講をしていることを確認した。学術論文は英語で書かれており、かつ、国際
会議において英語で発表しており、英語の学力については問題ないと判断した。 
 
 以上から、学生について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
